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看護研究に関するお知らせ 

 

 宮崎大学医学部看護学科統合臨床看護科学講座では、下記の看護研究を実施しています。皆様に

は本研究の趣旨をご理解頂き、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

研究課題名：看護大学生の漢方に関する興味・関心と学習ニーズ 学年別の傾向 

 

1．研究の概要 

 漢方医学は、6 世紀以前に中国から伝わった医学をもとに日本人の体質に合わせて発展した

医学です。現代の日本の医療は、手術や化学療法などに優れた西洋医療が実践の中心ですが、治

療を受ける側の体質等を考慮し、その人の治癒力を重視する漢方医療を併用する考えが示され

るなど、西洋学と漢方医学との融合が提唱されています。また、漢方薬の処方の増加に伴い、臨

床現場の看護師には、さらなる漢方薬の知識が求められています。 

 看護学教育における漢方教育に関しては、2017 年に策定された看護学教育モデル・コア・

カリキュラムの中において漢方薬を説明できると明記されました。しかし、専門学校と看護系大

学を含めた調査によると、漢方薬に関する講義や演習がほとんどされておらず、看護師への漢方

教育が浸透していないことが指摘されており、今後は看護教育においても漢方教育の推進が期

待されています。 

 先行研究には看護学生の漢方薬の認知度やイメージに関する調査はありますが、学年ごとの

漢方薬の知識の比較や本学特有の漢方薬の演習の効果を明らかにした報告はありません。そこ

で本研究では 2020 年６月時点で宮崎大学医学部看護学科に在籍する１～４年生を対象に質問

調査を実施しました。 

 

  

2．目的 

 本研究の目的は、看護大学生の漢方薬に対する学年ごとの興味・関心、知識、学習ニーズを明

らかにし、看護教育における漢方薬教育の効果的なアプローチ方法について検討することです。

この研究は、看護における漢方教育に関連する新しい知識を得ることを目的とする学術研究活

動として実施されます。 

 

3. 研究実施予定期間 

この研究は、倫理委員会承認後から 202５年 3 月 31 日まで行われます。 

 

4．対象者 

2020 年度６月時点で宮崎大学医学部看護学科に在籍した学生（当時 1 年生 61 名，2 年生 63

名，3 年生 59 名，4 年生 62 名）が対象となります。 

 

5．方法 

2020 年６月 29 日～７月 13 日に、インターネットによる無記名・選択回答（一部自由記述含

む）の質問調査を実施しました。上記の調査結果を解析し、学年別の変化を明らかにします。 

<本学における個人情報責任者> 

宮崎大学医学部看護学科統合臨床看護科学講座成人・老年看護学領域 金岡 麻希 
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6．費用負担 

 この研究を行うにあたり、対象となる方の費用を負担は一切ありません。 

7．利益および不利益 

 この研究にご参加いただいた場合の利益・不利益はありません。参加を拒否された場合でも同様

です。 

 

8．個人情報の保護 

 今回のインターネットによる質問調査は、匿名性を担保した上で実施しております。そのため個

人が特定されることはありません。 

 

9．研究に関する情報開示について 

 ご希望があれば、研究計画および研究方法についての資料を閲覧することができます。ご希望が

ある場合は、下記連絡先へ遠慮無く申し出てください。ただし、研究の独創性確保に支障のない範

囲内で情報開示を行います。 

 

10．研究資金および利益相反について 

この研究に関する経費は、文部科学省科学研究費で実施します。 

 資金源：文部科学省科学研究費 基盤研究（Ｂ）21Ｈ03223 

 課題名：実践的看護臨床薬理学教育モデル(iDrug)に基づいた新たな教育システムの開発 

 期間：2021 年度～2024 年度 

なお、この研究の実施責任者と研究担当者は、本研究に関連する企業やおよび団体等 から経済

的な利益の提供を受けているため、利益相反注 1）は発生しますが、「宮崎大学医学部等における

臨床研究等利益相反マネジメント規程」に従い、この研究の公正な実施に影響が出ないよう配慮い

たします。 

注１）臨床研究における利益相反とは、研究者が当該臨床研究に関わる企業および団体等から経

済的な利益（謝金、研究費、株式、医薬品・医療機器、検査・解析サービス等）の提供を受け、そ

の利益の存在により臨床研究の結果に影響を及ぼす可能性がある状況のことをいいます。」 

 

11．研究成果の公表 

 この研究で得られた研究成果を学会や医学雑誌等において発表します。この場合でも個人を特定

できる情報は一切利用しません。  

 

12．参加拒否したい場合の連絡先 

 今回の調査結果は、匿名性を担保した上で収集しております。そのため辞退することはできませ

ん。 

 

13．疑問、質問あるいは苦情があった場合の連絡先 

 この研究に関して疑問、質問あるいは苦情があった場合は下記連絡先へ連絡をお願い致します。 

 

宮崎大学医学部看護学科 統合臨床看護科学講座 

氏名 柳田 俊彦 

電話：0985-85-9820 

FAX：0985-85-9820 


